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ル (qota ayil 居住集団の意味) に注目する。モンゴルは典型的な大陸性気
候を有し, 必然的にその環境が農耕に不向きであるため, 古来遊牧が主た
る生業として営まれてきた。モンゴルの遊牧は, ウマ, ウシ, ヒツジ, ヤ




場所には, ゲル (ger 家の意味) と呼ばれる住居が立てられ, いくつかの















































の自然条件を充分に把握したうえに, ハンガイ, ゴビ, ヘールタルの３地
域それぞれにおける遊牧について検討されている。そのような枠組みのも








ムヌゴビ, トゥブ県知事, 37年に駐在ソ連大使, 52年に外務省代理大臣な



























なり, 婿が多ければ, 10の世帯が１つのホト・アイルを, 子供が少ない場
合, 45 の世帯によって１つのホト・アイルが構成されるという。さらに
ホト・アイルを組んで家畜をまとめ, 各世帯が順番を決め, ２日おき, ３
日おきに担当すると回想している。集団化以前, モンゴル遊牧民は親族や
姻族の間でホト･アイルを組み, その内部では各世帯がウマ, ウシ, ヒツ
























歳ヒツジ, 500頭の牝ヒツジ, 100頭のウマなどのそれぞれの放牧や, 畜産
物の生産の一部を担当することになった。ネグデルは牧民の労働に対して
基本給を支給したり, 超過達成に応じて追加金や名誉称号を与えたりした。
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｢第３章 『牧業者への助言』の内容の検討」では, ①乳利用 ②ゾド



















































































の詳細な質疑応答は, 2009年８月４日（火）に, 主査原山煌, 副査小池誠,
副査 Philip Billingsley が行なったが, 上記の判断と齟齬するところはない
ことを確認した。
以上の結果, 学位申請者烏仁其其格は, 桃山学院大学学位規程第26条に
照らして, 博士（比較文化学）の学位を授与されるにふさわしい資格があ
るものと認める。
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